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思

想

善

導

A 

思
想
善
導
さ
は
一
体
ぜ
う
い
ふ
こ
さ
で
せ
う
。

B 

新
来
の
西
洋
的
の
共
産
主
義
ご
か
、
ポ
Y

ジ
旦
ピ
キ
ー
さ
い
っ
た
過
激
思
想
が
一
克
に
な
っ
て
．
共
産
黛
事
件
の
や

う
な
己
阻
ま
は
し
い
こ
之
が
起
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
左
傾
思
想
を
防
止
す
る
さ
か
、
思
想
善
導
ご
か
い
l

ふ
こ
ご
が
起

っ
て
来
た
の

r
z想
ふ
D

A 

思
想
善
導
に
は
何
か
警
察
擢
ご
か
、
警
察
力
ご
か
い
ふ
も
の
が
加
は
っ
て
ゐ
る
や
う
に
想
ふ
が
如
何
で
す
。

B 

き
う
だ
共
産
黛
事
件
の
勃
費
が
動
機
で
思
想
善
導
ご
い
ふ
こ
さ
が
い
ひ
出
さ
れ
た
か
ら
、
思
想
善
導
ご
警
察
カ
タ
』

何
か
直
接
関
係
が
め
る
や
う
に
も
見
ゆ
る
が
、

一
体
思
想
を
取
締
る
に
警
察
力
を
以
て
す
る
さ
い
ふ
こ
さ
は
元
よ

り
徹
底
せ
泊
こ
さ
で
、
そ
れ
は
唯
一
時
の
方
便
な
り
、
過
程
な
り
に
す
ぎ
な

ν
rら
う
o
矢
張
思
想
は
思
想
を
以

て
善
導
す
る
よ
り
外
に
道
は
な
い
で
せ
う
。

A 

然
ら
ば
時
代
思
想
を
善
導
す
る
に
如
何
な
る
思
想
を
以
て
す
べ
き
や
。

B 

時
代
思
想
を
善
導
す
る
に
は
、
ざ
う
し
て
も
一
歩
時
代
よ
り
高
き
地
歩
を
占
む
る
高
次
的
思
想
を
以
て
す
べ
き
に
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三
想
ふ
。

A 

そ
れ
は
ど
う
い
ふ
思
想
で
す
？

B 

そ
れ
こ
そ
吾
日
蓮
聖
人
の
濁
創
法
華
経
本
門
「
我
質
成
悌
」
の
稗
鋒
の
久
遠
質
成
を
設
け
る
下
の
文
底
の
秘
奥
本

魔
法
門
に
之
か
？
さ
想
ふ
口

A 

そ
の
本
質
法
門
ご
は
ざ
う
レ
ふ
の
で
す
c

B 

一
言
に
し
て
、
先
天
本
有
に
、
宇
宙
、
閥
際
、
岡
家
、
世
曾
、
個
人
の
一
切
が
、
絶
野
人
格
、
寄
量
文
成
の
無
始

本
一
悌
ご
い
ふ
絶
封
無
限
曾
の
育
み
、
大
慈
賂
を
受
け
て
本
来
救
は
れ
て
を
る
「
時
一
一
我
（
柑
川
町
）
及
衆
併
（
鳩
蜘
）
供
一

出
一
一
軍
粧
品
山
＼
（
肘
明
一
蹴
一
岬
）
」
の
白
血
買
に
礎
足
す
る
こ
ご
が
そ
の
致
の
出
接
貼
で
、
そ
れ
か
ら
以
后
の
悶
果
は
こ
の

本
備
に
劃
す
る
戚
激
の
浅
深
の
み
。
之
を
本
質
呆
上
の
悶
果
即
も
従
果
向
因
の
義
ご
す
る
o

か
1
る
本
質
門
の
庭

の
戚
激
に
し
て
初
め
て
信
仰
の
最
高
償
値
を
許
し
得
る
o

か
1
る
本
質
門
の
園
に
吹
け
る
四
恩
の
花
に
し
て
、
初

め
て
報
恩
道
の
道
徳
の
最
高
債
値
を
許
し
得
る
口

無
始
本
悌
先
天
本
有
の
無
限
の
大
悲
ご
救
梼
に
目
さ
め
て
の
戚
激
報
思
の
前
に
は
、
普
通
の
相
劃
的
な
る
信
仰
論

道
徳
論
は
、
大
海
の
前
の
百
川
の
み
。
げ
に
本
管
内
の
信
仰
道
徳
は
百
川
を
朝
宗
せ
し
め
て
な
は
除
り
め
る
大
海

の
如
き
絶
劃
の
一
道
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
泊
。

A 

き
す
れ
ば
時
代
思
想
善
導
に
は
、
偏
に
日
蓮
昌
人
の
本
費
門
の
信
仰
道
徳
に
限
る
ご
い
ふ
の
で
す
ネ
o

然
ら
ば
そ
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の
修
行
法
如
何
。

B 

日
蓮
聖
人
の
行
法
は
信
を
措
い
て
外
に
は
な
い
D

信
即
行
で
、
本
畳
の
自
費
、
法
悦
、
戚
激
ぞ
れ
が
信
で
あ
ム
リ
、

叉
行
で
め
る
o
然
し
て
之
を
正
し
く
口
業
に
顧
す
、
そ
れ
が
本
悌
所
輿
の
本
法
題
目
を
不
惜
身
命
に
唱
ふ
る
こ
ご

で
あ
る
c

A 

一
体
題
目
ご
は
何
で
す
？

B 

そ
れ
は
先
天
本
有
に
、
宇
宙
、
国
際
、
岡
家
、
枇
曾
、
例
人
を
救
携
す
ぺ
〈
巳
む
に
己
ま
れ
十
ご
す
る
無
始
本
悌

の
願
行
の
結
品
で
あ
っ
て
、
本
悌
の
大
智
恵
光
明
ご
本
備
の
大
慈
悲
雨
露
の
二
つ
に
壷
き
て
を
る
口
然
し
て
之
を

唱
ふ
る
所
に
本
有
の
救
梼
の
自
覚
ご
共
に
、
絶
大
の
戚
激
の
涙
が
金
涌
し
来
る
で
あ
ら
う
。

「
稗
働
時
の
悶
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
具
足
す
、
我
等
此
五
字
を
受
持
す
れ
ば
自
然
に
彼
の
悶
果

の
功
徳
を
譲
輿
へ
給
ふ
」

「
本
費
の
家
に
は
成
悌
の
語
な
し
」

「
日
蓮
等
の
類
南
無
妙
法
蓮
華
経
ご
唱
ふ
る
者
は
奥
如
来
共
宿
の
者
也
」

か
l
る
絶
大
の
戚
激
の
涙
の
註
る
所
に
左
傾
思
想
何
の
顔
せ
め
り
や
、
共
産
主
義
何
の
偉
力
か
め
る
、
ポ
U
F

ジ

エ

ピ
キ

1
果
し
て
何
ぞ
や
。

思
想
善
導
の
日
本
刻
下
枇
曾
の
全
面
に
叫
ば
る

3
時
、
五
日
人
は
そ
の
最
高
の
救
済
手
唯
五
日
家
の
ユ
チ
レ
ニ
ズ
ム
の
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生
粋
本
魔
法
門
に
あ
り
の
警
鐘
を
乱
打
す
る
に
鴎
跨
せ
ぬ
。
然
り
何
の
鴎
踏
す
る
所
が
め
ら
う
ぞ
。

A 

ゃ
、
あ
L

リ
が
た
う
、
御
か
げ
で
異
の
意
味
の
思
想
善
導
が
飲
み
込
め
た
ゃ
う
で
す
。

B 

法
悦
戚
激
の
表
現
に
て
幕
。


